












要約;療育指導として実施されてきた早期の教育かどのような効果をもたらしたのかにつ

いて評価することは難しい。そのために、1 つの訓練が他の発達の機会を奪っていたり、

訓練のやりすぎや効果のない程度に実施されていたりする場合が見られている。ここでは、

言語、認知、運動など種別の療育に共通する発達的視点を明らかにすることで、発達全般

から各療育方法の妥当性を確認できるような尺度を開発することを目的とする。これにも

とづいて乳児の行動観察と課題学習を実施し、言語と運動操作の共通構造の手がかりを得

ることかできた。


